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「令和８年がスタート」 

  　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　校　長　　 

 

　木々の若芽が山肌を彩り、野鳥の声が美しく響く４月８日（水）、山川中学校は69

名の新２年生、56名の新３年生が始業式を迎え、翌日の４月９日（木）には56名の新

 入生が仲間入りをし、全生徒181名、職員24名で令和８年度をスタートしました。

 　お子様の入学、進級おめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。

　新年度のスタートに当たり、入学式式辞の中で、入学生をはじめ、生徒全員に「友

達、仲間を大切にしましょう」「自分を大好きになって、自分の命を大切にする人に

なってください。」と話しました。 

　３月に山川中学校に赴任が決まりましたとき、山川中学校のホームページを見てみ

 るとそこには、

 　「学校行事を成功させようと、がんばっている姿」

 　「授業を楽しみながら受けている姿」

 　「仲よく、ルールを工夫しながら生徒会活動をしている姿」

など、山川中学校の生徒が生き生きと力を合わせて一つのことに取り組んでいる姿が

 紹介されていて、とても輝いて見えました。

 　そして、ここまで山川中学校で過ごし、生徒たちと接して

 　「元気に登校している」

 　「気持ちのよいあいさつを一日中してくれる」

 　「一礼をして学校に入っている」

 　「朝読書に落ち着いた環境で取り組んでいる」

 　「授業を楽しそうに受けている」

 　「部活動等に溌剌と取り組んでいる」

 　「笑顔で下校している」

 期待以上の姿に、元気をもらう日々です。

　令和８年度も、ご家庭・地域の皆様が大切に育ててこられた「山川中の生徒」のよ

さを伸ばし、山川中学校で育った子供たちが、やがて大きな社会の中で、自分らしく、

それぞれの場で生き生きと活躍できるよう、職員も「山川中学校の職員であることに

誇りをもって」、一丸となって頑張ってまいります。 

　学校行事や、この学校だより「竹山」を通し、「子供たちの頑張りと成長」をお届

 けしてまいります。

　本年度も、本紙「竹山」を是非お読みいただき、学校にたくさんの方々に来ていた

 だきたいと願っています。

 　本年度も、どうぞよろしくお願いいたします。



 
 

日 曜 主　な　行　事
１ 金 ＰＴＡ総会　学年ＰＴＡ

８ 金
３年第１回実力テスト（～11日）
全国学力・学習状況調査（３年英語「話すこと」）

11 月
１年集団宿泊学習（～12日）
２年修学旅行（～13日）

12 火 ３年職場体験学習（～14日）
13 水 １年休養措置日
14 木 ２年休養措置日
15 金 小中合同ＰＴＡ歓迎会
18 金 教育実習（～6/5）　ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校
21 木 生徒総会
22 金 交通安全教室
25 月 教育相談（～29日）
26 火 眼科検診
28 木 南薩地区陸上大会
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　９日（木）、第52回入学式
を挙行しました。式は厳粛さ
の中に温かさが感じられる雰
囲気で執り行われました。式
では、式辞、告辞、祝辞に続
き、在校生を代表して生徒会副会長が歓迎の言葉
を述べました。また、新入生代表が、「一生に一度
しかない中学校生活を悔いが残らないよう、勉強
や学校行事に全力で取り組みたい」と力強く決意
を述べました。新入生の皆さんが、これから充実
した中学校生活を送ってくれることを期待してい
ます。

　「全国学力・学習状況調査」が、21日（火）と2
3日（木）に実施されました。国語・数学・英語の
３教科が行われ、英語はタブレット端末を活用し
たオンライン方式で「読むこと・書くこと・聞く
こと」について調査を行いました。オンライン方
式は、動画や音声を用いた多様な出題が可能で、
より実践的な力を評価できる新しい試験方式とし

 て注目されています。
　５月８日（金）には、英
語の「話すこと」の調査が
オンライン方式で実施され
ます。来年度以降は、すべ
ての教科がオンライン方式
で実施される予定です。

 
 
 

　17日（金）、地震を想定した
避難訓練を実施しました。今
回の訓練では、授業中に地震
が発生したという想定のもと、
生徒は全員机の下に身を隠す
など安全確保の行動をとり、その後、校庭へ速や
かに避難しました。避難完了後は、消防隊員の方
から講話をいただき、災害時には自ら考え、状況
に応じて行動することの大切さについて確認しま

 した。
　今年は平成28年に発生した熊本地震から10年の
節目の年でもあります。大きな被害をもたらした
この地震を風化させることなく、災害の恐ろしさ
や備えの重要性について改めて学ぶ機会となりま

 した。


